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第２回タンチョウ越冬分布調査を､次のとおり実施しますのでお知らせします｡
なお、胆振管内では、令和２年度(2020年度)第２回標記調査で３羽、令和３

年度(2021年度)第１回標記調査で２羽が確認されています。
記

１ 調査の概要
(1)日時
令和４年(2022年)１月25日（火） 14:45～15:15
悪天候などにより中止の場合は２月１日（火）に延期。
※ 環境省委嘱給餌場である鶴見台、鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ
及び阿寒国際ツルセンターと、北海道委嘱給餌場である高橋給餌場及び
丸山給餌場は各給餌場の給餌時間帯に調査を実施します。

(2)場所
十勝、釧路及び根室管内を中心としたタンチョウ生息地及び飛来地
（７(総合)振興局、34市町村管内の計265箇所で実施予定）

(3)調査協力者
市町村、市町村教育委員会、釧路市動物園等関係機関、鳥獣保護監視員、

日本航空株式会社及びタンチョウ給餌人など

(4)調査の内容
大規模給餌場や主要な越冬地を中心に、観察場所、個体数、採餌環境、

給餌の有無等を記録し、タンチョウの越冬状況を把握します。

２ 調査結果の公表
調査結果は関係(総合)振興局で集計したものを、自然環境課で全道分を取

りまとめ、 ２月下旬から３月上旬に公表します。

３ 過去の調査径過
年 度 確認羽数 実施時期 備 考

昭和27年度 33羽 12月 実施主体は道教育庁
昭和59年度 327羽 12月 実施主体を道に変更
平成元年度 441羽(1月) 12月,1月 年２回調査に変更
平成５年度 628羽(1月) 12月,1月 環境省委託(実施は道)に変更
平成17年度 1,081羽(1月) 12月,1月 はじめて1,000羽超を記録
令和２年度 1,516羽(1月) 12月,1月 過去最多の羽数を記録（前年度）
※今年度第１回調査は12月3日に実施しました。(詳細は別添を参照願います。)

参 考 本調査は、絶滅危惧種タンチョウの越冬分布・規模の把握等を目的として毎
年実施しているものです。

報道(取材) 本調査では多くの方々の御協力をいただくこととしております。
に当たって また、本事業は北海道と包括連携協定を締結している日本航空株式会社(J
の お 願 い AL)と平成29年度から協働で実施していますので、積極的な報道をお願いし

ます。
胆振管内における調査地等につきましては、下記担当までお問い合わせ願

います。
なお、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、マスクの着用等にご協力い

ただくとともに、発熱や風邪症状等がある場合は、取材を控えていただくよう
お願いします。

他のｸﾗ ﾌ ﾞ 同 時 配 付 道政記者クラブ及び関係(総合)振興局記者クラブで配付しま
と の 関 係 同 時 レ ク す。

担 当 環境生活部 環境局 自然環境課（担当者：主幹（生物多様性）橋本）
電話 ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ：011-204-5987 又は 代表：011-231-4111 内線24-389

（連絡先）
胆振総合振興局 保健環境部 環境生活課
担当者：環境生活課長 那賀島(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ：0143-24-9508／内線：2950)


